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令和４年度 第1次連隊練成訓練

新
隊
員
特
技
課
程
教
育

第
１
次
連
隊
練
成
訓
練

　連
隊
は
７
月
１
日（
金
）か
ら
９
月
１５
日（
木
）ま
で
の
間
、
新
隊
員
６７

名
に
対
し
て
新
隊
員
特
技
課
程
教
育
を
行
っ
た
。
新
隊
員
特
技
課
程
は

普
通
科
部
隊
の
火
器
で
あ
る
機
関
銃
や
対
戦
車
火
器
、
迫
撃
砲
な
ど
の

専
門
的
な
知
識
・
技
能
を
学
び
、
ま
た
強
靭
な
近
接
戦
闘
を
繰
り
広
げ

る
為
の
気
力
や
様
々
な
訓
練
に
耐
え
う
る
体
力
を
養
い
昼
夜
問
わ
ず
訓

練
に
励
ん
で
き
た
。

　機
関
銃
射
撃
訓
練
で
は
弾
薬
が
連
続
発
射
さ
れ
る
際
の
衝
撃
力
に
驚

き
つ
つ
も
堅
固
な
姿
勢
を
保
持
し
、
標
的
へ
と
狙
い
を
定
め
射
撃
を

行
っ
た
。
ま
た
、
迫
撃
砲
の
操

作
訓
練
で
は
限
ら
れ
た
時
間
の

中
を
焦
燥
感
に
駆
ら
れ
な
が
ら

も
照
準
に
集
中
し
精
密
な
操
作

を
行
う
等
様
々
な
訓
練
を
通
し

て
同
期
と
の
絆
を
深
め
つ
つ

日
々
成
長
し
て
き
た
。

　修
了
式
で
は
、
新
隊
員
を
代

表
し
て
、
堤
拓
海 

２
等
陸
士
が

「
私
達
６７
名
は
様
々
な
苦
難
を
乗

り
越
え
、
成
長
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で

す
が
、
中
隊
で
貢
献
で
き
る
よ

う
日
々
精
進
し
て
参
り
ま
す
。」

と
決
意
の
言
葉
を
述
べ
た
。
執

行
官
で
あ
る
中
村
英
昭 

１
等
陸

佐
が
「
そ
れ
ぞ
れ
の
部
隊
及
び

中
隊
に
配
置
さ
れ
新
た
な
第
一

歩
を
踏
み
出
す
こ
と
と
な
る
が
、

本
課
程
を
や
り
遂
げ
た
自
信
を

も
っ
て
胸
を
張
り
部
隊
及
び
中

隊
に
行
っ
て
も
ら
い
た
い
。」
と

式
辞
を
述
べ
た
。

　大
半
の
新
隊
員
は
こ
の
第
４１

普
通
科
連
隊
の
各
中
隊
へ
配
属

と
な
る
が
数
名
の
隊
員
は
各
駐

屯
地
へ
配
属
と
な
る
。
若
き
自

衛
官
の
輝
か
し
い
活
躍
に
期
待

を
す
る
。

　連
隊
は
、
令
和
４
年
９
月
１９
日
か
ら
２１
日
ま
で
の
間
、
長
崎
県
に
位

置
す
る
大
野
原
演
習
場
に
お
い
て
第
２
中
隊
・
通
信
小
隊
・
補
給
小
隊

の
訓
練
検
閲
を
実
施
し
た
。

　台
風
１４
号
通
過
後
の
強
風
残
る
中
１９
日
正
午
、
行
進
命
令
が
下
達
さ
れ
、

同
日
夕
刻
か
ら
計
画
に
基
づ
き
各
部
隊
は
、
約
４０
㎞
徒
歩
行
進
を
行
っ
た
。

　２０
日
、
行
進
後
、
各
部
隊
は
速
や
か
に
集
結
地
地
域
を
占
領
し
て
次

の
戦
闘
準
備
へ
と
移
行
し
た
。

こ
の
間
、
第
２
中
隊
は
敵
陣
地

解
明
の
為
、
偵
察
を
行
っ
た
。

昼
間
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
偵

察
行
動
に
制
限
が
あ
っ
た
も
の

の
、
夜
間
攻
撃
に
備
え
、
情
報

の
獲
得
に
努
め
た
。
通
信
小
隊

は
連
隊
内
の
情
報
伝
達
の
要
で

あ
る
有
線
構
成
や
信
務
所
・
無

線
所
の
開
設
を
行
っ
た
。
特
に

有
線
構
成
は
電
話
器
へ
と
続
く

有
線
を
敵
に
見
え
な
い
よ
う
に

草
木
の
中
へ
隠
し
、
時
に
は
硬

い
岩
盤
を
つ
る
は
し
で
砕
き
土

の
中
へ
埋
設
し
、
秘
匿
に
心
が

け
て
い
た
。

　補
給
小
隊
は
連
隊
の
補
給
・

整
備
、
そ
の
他
の
支
援
等
を
担

う
部
隊
の
活
動
区
域
で
あ
る
通

称
「
段
列
」
を
計
画
性
持
っ
て

迅
速
に
開
設
し
、
後
方
支
援
業

務
を
開
始
し
た
。
同
日
夕
刻
、

第
２
中
隊
は
攻
撃
命
令
を
下
達

し
、
夜
間
攻
撃
を
行
っ
た
。
夜

間
攻
撃
は
隣
接
隊
員
と
の
連
携

も
難
し
く
暗
視
装
置
を
活
用
し

た
戦
闘
と
な
る
が
。
各
隊
員
へ

の
命
令
の
徹
底
、
事
前
の
綿
密

な
調
整
を
行
い
、
強
靭
な
体
力

と
気
力
を
持
っ
て
目
標
地
域
の

奪
取
に
成
功
し
た
。
２１
日
明
朝
、

絶
え
る
こ
と
な
く
攻
撃
前
進
を

続
け
本
訓
練
検
閲
は
終
了
し
た
。

講
評
に
お
い
て
統
裁
官
で
あ
る

中
村
英
昭 

１
等
陸
佐
は
「
夜
間

の
攻
撃
と
い
う
不
利
な
状
況
だ

か
ら
こ
そ
夜
間
を
制
す
れ
ば
戦

闘
を
制
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
は
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
引
き
続
き
練
度

向
上
を
図
っ
て
も
ら
い
た
い
」と

述
べ
た
。
今
後
も
部
隊
は
日
々

練
成
に
励
ん
で
ゆ
く
。

決意の言葉決意の言葉
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平

和

を

仕

事

に

！！

自

衛

官

募

集

中

各
中
隊
訓
練
風
景

重迫撃砲中隊 第４中隊 第３中隊 第２中隊 第１中隊 本部管理中隊

　９
月
２８
日
か
ら
２９
日
ま
で
の
間
、
日

出
生
台
演
習
場
に
お
い
て
師
団
迫
撃
砲

競
技
会
が
行
わ
れ
た
。

　迫
撃
砲
と
は
山
な
ど
で
さ
え
ぎ
ら
れ

て
い
る
見
え
な
い
陣
地
か
ら
、
狙
っ
た

目
標
に
対
し
上
空
を
弧
を
描
く
よ
う
に

射
撃
を
行
う
火
器
で
あ
る
。
今
回
連
隊

の
重
迫
撃
砲
中
隊
と
今
年
度
６
月
下
旬

に
行
わ
れ
た
連
隊
射
撃
競
技
会
で
優
勝

を
勝
ち
取
っ
た
第
２
中
隊
が
代
表
と
し

て
参
加
し
た
。
決
め
ら
れ
た
時
間
の
中

で
射
撃
を
行
う
た
め
、
砲
手
は
迅
速
か

つ
精
密
な
照
準
に
す
べ
て
の
神
経
を
費

や
し
狙
い
を
定
め
、
弾
薬
手
は
弾
薬
の

点
検
を
正
確
か
つ
迅
速
に
行
い
副
砲
手

は
弾
薬
を
装
填
し
、
分
隊
長
の
「
う
て
」

の
号
令
の
も
と
轟
音
が
鳴
り
響
き
弾
薬

が
発
射
さ
れ
る
。
そ
の
一
発
一
発
に
分

隊
一
丸
と
な
り
射
撃
を
遂
行
し
、
任
務

を
完
遂
し
た
。

　結
果
は
重
迫
撃
砲
中
隊
は
第
３
位
、

第
２
中
隊
は
見
事
優
勝
を
勝
ち
取
る
事

が
出
来
た
。

　８
月
１
日（
月
）、
連
隊
は
髙
瀬
貴
也 

３
等
陸
曹
の
国
際
派
遣

の
見
送
り
を
行
っ
た
。

　瀬
３
曹
の
派
遣
任
務
は
Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に

お
け
る
通
訳
業
務
で
あ
り
、
訓
練
場

の
責
任
者
と
の
調
整
の
通
訳
を
担
っ

て
い
る
。Ｕ
Ｎ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
は
国
際
三

角
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
頭
文
字
を
と
っ
た
も
の
で
あ
り
国

連
、
支
援
国
、
要
員
派
遣
国
の
３
者

が
協
力
し
て
国
連
Ｐ
Ｋ
Ｏ
要
員
の
能

力
向
上
、
必
要
な
装
備
品
の
提
供
を

行
う
協
力
枠
組
み
で
あ
り
、
今
回
は

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
に
対
し
、
自
衛

隊
で
取
り
扱
っ
て
い
る
重
機
等
の
施

設
機
材
の
教
育
を
行
い
、
イ
ン
フ
ラ

整
備
や
宿
営
地
等
の
設
営
能
力
の
修

得
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
　

瀬
３
曹
は
「
自
分
の
通
訳
力
が

教
育
の
円
滑
さ
を
左
右
す
る
事
を
深

く
認
識
し
、
通
訳
者
と
し
て
言
葉
の

ニ
ュ
ア
ン
ス
を
し
っ
か
り
と
掴
み
伝

え
て
い
き
た
い
」と
決
意
を
述
べ
た
。

連
隊
は
今
後
の
活
躍
に
期
待
す
る
。

　連
隊
は
８
月
１４
日
か
ら
９
月
９

日
ま
で
の
間
、オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー

ル
ド
２２
に
参
加
し
た
。
オ
リ
エ

ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
と
は
国
内
で
実

施
さ
れ
て
お
り
、
陸
上
自
衛
隊
と

米
陸
軍
が
各
指
揮
系
統
に
従
っ
て

共
同
作
戦
を
行
い
、
対
処
能
力
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　連
隊
か
ら
は
近
年
導
入
し
た
ド

ロ
ー
ン
を
用
い
て
映
像
伝
送
班
と

し
て
参
加
し
、
上
空
か
ら
の
映
像

を
上
級
部
隊
に
提
供
し
、
資
料
の
作
成
に
貢
献
し
て
い
た
。

　ま
た
、
今
回
の
訓
練
に
参
加
を

し
て
い
た
福
原
万
里
子 

３
等
陸

曹
は
連
隊
の
衛
生
科
隊
員
と
し
て

勤
務
を
し
て
い
る
が
部
隊
の
通
訳

者
と
し
て
も
活
躍
し
て
い
る
。
福

原
３
曹
は
「
軍
事
用
語
を
用
い
て

の
通
訳
は
難
し
い
が
、
確
実
に
通

訳
者
と
し
て
の
技
術
が
上
が
っ
て

き
て
い
る
。
訓
練
を
通
し
て
経
験

を
積
ん
で
い
き
た
い
」と
述
べ
た
。

今
後
も
様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る

隊
員
を
引
き
続
き
紹
介
し
て
ゆ

く
。

　駐
屯
地
は
、
９
月
１
日（
木
）に
鶴
見
岳
・
伽
藍
岳
噴
火
に
伴
う
駐

屯
地
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。
本
訓
練
は
今
年
７
月
８
日
に
伽
藍
岳

の
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
２
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
避
難
要

領
・
装
備
品
等
の
搬
送
の
検
討
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　駐
屯
地
内
の
一
斉
放
送
に
よ
り
訓
練
は
開
始
さ
れ
、
各
隊
員
は
必

要
な
荷
物
・
装
備
品
を
運
搬
し
車
両
位
置
へ
駆
け
つ
け
、
避
難
に
遅

れ
た
隊
員
が
無
い
よ
う
に
各
部
隊
は
確
実
に
人
員
を
掌
握
し
て
い

た
。
部
隊
の
避
難
態
勢
が
完
了
し
、
駐
屯
地
司
令 

中
村
英
昭 

１
等

陸
佐
に
よ
る
避
難
準
備
の
点
検
を
実
施
し
た
。
訓
練
間
は
終
始
雨

の
中
で
あ
っ
た
が
、
災
害
は
気
象
を
選
ば
ず
訪
れ
る
。
本
訓
練
に

お
け
る
改
善
点

を
洗
い
出
し
、

部
隊
避
難
後
に

待
ち
受
け
る
災

害
対
処
が
直
ち

に
出
来
る
よ

う
、
隊
員
個
人

及
び
部
隊
と
し

て
の
物
心
両
面

の
準
備
の
重
要

性
を
再
認
識
し

た
。

転
出
者

第
41
普
通
科
連
隊
か
ら 

（
２４
名
）

連
隊
本
部 

（
１
名
）

•
３
等
陸
佐

　原
田

　明
徳

　第
１４
旅
団
司
令
部 

（
善
通
寺
）

本
部
管
理
中
隊 

（
５
名
）

•
２
等
陸
尉

　矢
野

　宏
昌

　第
１５
旅
団
司
令
部 

（
那
覇
）

•
陸

曹

長

　後
藤

　

 

昇
三

　西
部
方
面
総
監
部
付
隊 

（
健
軍
）

•
１
等
陸
曹

　嶋
津

　栄
一

　第
１９
普
通
科
連
隊 

（
福
岡
）

•
３
等
陸
曹

　井
上

　佑
樹

　第
２
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

•
３
等
陸
曹

　山
田

　祐
樹

　第
１
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

第
１
中
隊 

（
３
名
）

•
２
等
陸
曹

　森

　
　政
文

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

•
３
等
陸
曹

　黒
木

　翔
太

　国
際
活
動
教
育
隊 

（
駒
門
）

•
３
等
陸
曹

　佐
野

　雄
紀

　第
７
普
通
科
連
隊 

（
福
知
山
）

第
２
中
隊 

（
５
名
）

•
１
等
陸
尉

　西
田

　優
介

　第
１４
旅
団
司
令
部 

（
善
通
寺
）

•
３
等
陸
曹

　坂
本

　
　健

　第
１７
普
通
科
連
隊 

（
山
口
）

•
３
等
陸
曹

　佐
藤

　守
彦

　第
１
普
通
科
連
隊 

（
練
馬
）

•
３
等
陸
曹

　小
田

　健
悟

　第
１
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

•
３
等
陸
曹

　黒
川

　和
佑

　第
１０
即
応
機
動
連
隊 

（
滝
川
）

第
３
中
隊 

（
５
名
）

•
１
等
陸
曹

　工
藤

　卓
哉

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

•
３
等
陸
曹

　下
野

　誠
也

　第
１
空
挺
団
第
２
普
通
科
大
隊

 

（
習
志
野
）

•
３
等
陸
曹

　長
谷

　知
明

　第
４６
普
通
科
連
隊 
（
海
田
市
）

•
３
等
陸
曹

　押
川

　俊
行

　第
１１
普
通
科
連
隊 

（
東
千
歳
）

•
３
等
陸
曹

　渡
邊

　敬
太

　第
３９
普
通
科
連
隊 

（
弘
前
）

第
４
中
隊 

（
４
名
）

•
１
等
陸
曹

　山
上

　精
治

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

•
３
等
陸
曹

　小
野

　達
也

　第
１０
即
応
機
動
連
隊 

（
滝
川
）

•
３
等
陸
曹

　
　深
川

　達
朗

　第
３７
普
通
科
連
隊 

（
信
太
山
）

•
３
等
陸
曹

　大
黒
谷
俊
毅

　第
３９
普
通
科
連
隊 

（
弘
前
）

重
迫
撃
砲
中
隊 

（
１
名
）

•
１
等
陸
尉

　槇
原

　健
二

　東
部
方
面
混
成
団
本
部 

（
武
山
）

自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部
援
護
課

大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
か
ら 

（
１
名
）

•
准

陸

尉

　佐
藤

　三
吉

　別
府
駐
屯
地
業
務
隊 

（
別
府
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
か
ら 

（
３
名
）

•
２
等
陸
佐

　後
藤

　良
一

　西
部
方
面
総
監
部
総
務
部 

（
健
軍
）

•
１
等
陸
尉

　川
端

　絋
輔

　衛
生
学
校
付 

（
三
宿
）

•
１
等
陸
曹

　加
藤

　英
樹

　第
２
施
設
群 

（
飯
塚
）

第
３
直
接
支
援
中
隊
隊
か
ら 

（
２
名
）

•
陸

曹

長

　鴛
本

　博
文

　第
４
後
方
支
援
連
隊

　第
２
整
備
大
隊
本
部
付
隊 

（
健
軍
）

•
１
等
陸
曹

　跡
田

　
　妙

　需
品
教
導
隊 

（
松
戸
）

第
４
０
４
会
計
隊
か
ら 

（
３
名
）

•
２
等
陸
曹

　中
野

　郁
子

　第
３
６
１
会
計
隊
久
留
米
派
遣
隊

 

（
久
留
米
）

•
３
等
陸
曹

　藤
岡

　洋
介

　第
３
９
２
会
計
隊 

（
北
熊
本
）

•
３
等
陸
曹

　清
家

　昭
志

　第
４
０
４
会
計
隊
湯
布
院
派
遣
隊

 

（
湯
布
院
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

別
府
派
遣
隊
か
ら 

（
３
名
）

•
２
等
陸
尉

　荒
巻
栄
一
郎

　通
信
学
校 

（
久
里
浜
）

•
２
等
陸
曹

　花
木

　総
元

　第
３
０
４
基
地
通
信
隊 

（
対
馬
）

•
陸

士

長

　原
田

　泰
成

　第
１
３
４
地
区
警
務
隊 

（
福
岡
）

転
入
者

第
41
普
通
科
連
隊
へ 

（
１２
名
）

連
隊
本
部 

（
１
名
）

•
１
等
陸
尉

　鬼
塚

　正
幸

　

　
　幹
部
候
補
生
学
校 

（
前
川
原
）

本
部
管
理
中
隊 

（
１
名
）

•
２
等
陸
曹

　遠
嶋

　剛
壽

　第
１１
普
通
科
連
隊 

（
東
千
歳
）

第
１
中
隊 

（
２
名
）

•
２
等
陸
曹

　牛
島

　弘
貴

　第
１
１
３
教
育
大
隊 

（
国
分
）

•
３
等
陸
曹

　熊
崎

　浩
平

　宮
古
警
備
隊 

（
宮
古
島
）

第
２
中
隊 

（
１
名
）

•
３
等
陸
曹

　沼
田

　寛
幸

　第
２
水
陸
機
動
連
隊 

（
相
浦
）

第
３
中
隊 

（
１
名
）

•
３
等
陸
曹

　大
塚

　脩
司

　第
１５
即
応
機
動
連
隊 

（
善
通
寺
）

第
４
中
隊 

（
４
名
）

•
１
等
陸
曹

　大
野

　貴
司

　中
部
方
面
指
揮
所
訓
練
支
援
隊 （
川
西
）

•
２
等
陸
曹

　吉
田

　秀
司

　第
３３
普
通
科
連
隊 

（
久
居
）

•
２
等
陸
曹

　西
田

　裕
介

　第
１５
即
応
機
動
連
隊 

（
善
通
寺
）

•
２
等
陸
曹

　戸
田

　尚
樹

　部
隊
訓
練
評
価
支
援
隊 

（
滝
ケ
原
）

重
迫
撃
砲
中
隊 

（
２
名
）

•
１
等
陸
尉

　八
木

　義
彰

　第
１
空
挺
団
第
２
普
通
科
大
隊

 

（
習
志
野
）

•
２
等
陸
曹

　本
田

　和
也

　第
５０
普
通
科
連
隊

　

 

（
高
知
）

別
府
駐
屯
地
業
務
隊
へ 

（
９
名
）

•
２
等
陸
佐

　北
平

　栄
二

　西
部
方
面
総
監
部
人
事
部 

（
健
軍
）

•
３
等
陸
佐

　舟
木

　正
男

　湯
布
院
駐
屯
地
業
務
隊 

（
湯
布
院
）

•
１
等
陸
尉

　冨
田

　雄
基

　第
３
戦
車
大
隊 

（
今
津
）

•
准

陸

尉

　佐
藤

　三
吉

　自
衛
隊
大
分
地
方
協
力
本
部 

（
大
分
）

•
１
等
陸
曹

　高
田

　公
造

　第
８
後
方
支
援
連
隊 

（
玖
珠
）

•
１
等
陸
曹

　工
藤

　卓
哉

　第
４１
普
通
科
連
隊
第
３
中
隊 

（
別
府
）

•
１
等
陸
曹

　山
上

　精
治

　第
４１
普
通
科
連
隊
第
４
中
隊 

（
別
府
）

•
２
等
陸
曹

　森

　
　政
文

　第
４１
普
通
科
連
隊
第
１
中
隊 

（
別
府
）

•
３
等
陸
曹

　小
野

　元
靖

　西
部
方
面
対
舟
艇
対
戦
車
隊 

（
玖
珠
）

第
４
０
４
会
計
隊
へ 

（
１
名
）

•
３
等
陸
曹

　阿
南

　聡
志

　九
州
補
給
処
調
達
会
計
部 

（
目
達
原
）

第
１
３
４
地
区
警
務
隊
別
府
派
遣
隊
へ

 

（
１
名
）

•
２
等
陸
曹

　笹
山

　拓
男

　第
３
０
４
保
安
警
務
中
隊 

（
伊
丹
）

第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊

別
府
派
遣
隊
へ 

（
３
名
）

•
３
等
陸
尉

　川
添

　佑
樹

　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊 

（
福
岡
）

•
３
等
陸
曹

　佐
々
木
哲
夫

　第
１５
旅
団
司
令
部

　

 

（
那
覇
）

•
３
等
陸
曹

　三
牧

　莉
乃

　第
３
０
４
基
地
通
信
中
隊 

（
春
日
）

師
団
迫
撃
砲
競
技
会

オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
２２

国
際
派
遣
隊
員
見
送
り

鶴
見
岳
・
伽
藍
岳
噴
火
に
伴
う

駐
屯
地
避
難
訓
練

離着任部隊長紹介

令
和
４
年
度 

前
期
定
期
異
動
者
紹
介

人員集計をする隊員人員集計をする隊員

120M迫撃砲120M迫撃砲 81M迫撃砲81M迫撃砲

福原万里子３等陸曹（中央）福原万里子３等陸曹（中央）

ドローンによる撮影ドローンによる撮影

資材搬入資材搬入

連隊見送り連隊見送り 髙瀬貴也３等陸曹髙瀬貴也３等陸曹

武道訓練武道訓練 強行進強行進 武器格闘武器格闘 観測訓練観測訓練 MG射撃MG射撃 有線構成有線構成

2等陸佐　後藤 良一2等陸佐　後藤 良一 2等陸佐　北平 栄二2等陸佐　北平 栄二

1等陸尉　槇原 健二1等陸尉　槇原 健二 1等陸尉　八木 義彰1等陸尉　八木 義彰

2等陸尉　荒巻栄一郎2等陸尉　荒巻栄一郎 3等陸尉　川添 佑樹3等陸尉　川添 佑樹
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更
新
中
！！
陸
上
自
衛
隊
別
府
駐
屯
地（
公
式
）  

　
フ
ォ
ロ
ー

北
平
業
務
隊
長
着
任

新
隊
員
を
迎
え
て

警
務
隊
の
活
動
状
況

令
和
４
年
度 

第
１
回
西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
演
習

三
自
衛
隊
（
陸
・
海
・
空
）
合
同
広
報

令
和
４
年
度
大
隊
銃
剣
道
競
技
会

　令
和
４
年
８
月
１
日
付
を
も
っ
て
、
第
３４
代
別
府
駐
屯
地
業
務
隊
長
に
、
北
平
栄
二 

２
等
陸
佐
が
着
任
し

た
。
北
平
２
佐
は
着
任
式
に
お
い
て
「
凡
事
徹
底
」、「
創
意
工
夫
」
の
２
点
を
要
望
す
る
と
と
も
に
、状
況
報
告
、

隊
内
巡
視
に
よ
り
、
現
状
を
把
握
し
た
。
業
務
隊
各
隊
員
は
、
隊
長
の
要
望
事
項
を
胸
に
隊
員
一
丸
と
な
っ

て
業
務
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
、
駐
屯
各
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
し
、
積

極
的
な
業
務
支
援
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

　業
務
隊
は
、
北
平
２
佐
を
核
心
と
し
て
、
各
科
が
心
機
一
転
、
新
た
な
気
持
ち

で
業
務
に
取
り
組
み
、

平
時
・
有
事
の
区
別

な
く
、
作
戦
部
隊
の

た
め
の
業
務
隊
と
し

て
新
体
制
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　令
和
４
年
９
月
５
日
付
で
二
等
陸
士 

江
口
亮
太
（
佐
賀
県
佐
賀
市
出
身
）
が
出
納
係
へ
、
二
等
陸
士 
井
上

貴
恵
（
福
岡
県
福
岡
市
出
身
）
が
旅
費
係
へ
配
置
に
な
り
ま
し
た
。

　西
部
方
面
会
計
隊
本
部
（
健
軍
）
で
の
新
隊
員
後
期
教
育
を
修
了
し
、
現
在
先
輩
か
ら
の
親
身
な
指
導
を

受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
係
と
し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　会
計
支
援
任
務
完
遂
の
た
め
、
一
日
も
早
く
会
計
隊
の

雰
囲
気
に
慣
れ
、
戦
力
と
な
る
よ
う
隊
員
一
同
愛
情
を

も
っ
て
指
導
を
行
い
、
成
長
を
見
届
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

※

出
納
係
は
、
業
者
や
隊
員
へ
の
支
払
い
に
関
す
る
業
務

を
実
施
し
ま
す
。

※

旅
費
係
は
、
赴
任
、
入
校
等
で
発
生
す
る
旅
費
を
支
払

う
た
め
に
各
中
隊
等
の
旅
費
担
当
隊
員
と
の
調
整
及
び

支
払
書
類
の
作
成
に
関
す
る
業
務
を
実
施
し
ま
す
。

　第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊
は
、
９
月
１
日
に
空
自
春
日
基
地
で
第
２
整
備
大
隊
が
実
施
し
た
銃
剣
道
競

技
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
、
１６
名
が
選
手
と
し
て
参
加
し
、
６
個
チ
ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
形
式
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
団
体
戦
に
お
い
て
は
、
選
手
一
丸
と
な
っ
て
試
合
に
挑
み
５
位
と
い
う
結
果
を
収
め
ま
し
た
。
一

昨
年
前
は
最
下
位
だ
っ
た
た
め
、
一
歩
前
進
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
は
各
隊

員
が
練
成
の
成
果
を
発
揮
し
て
、
陸
士
（
女
子
）
の
部

で
是
澤
士
長
が
準
優
勝
と
い
う
結
果
を
収
め
ま
し
た
。

　中
隊
長
を
核
心
に
、
短
い
練
成
期
間
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
前
回
以
上
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
、
本

競
技
会
の
参
加
に
よ
り
中
隊
の
戦
技
能
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
団
結
が
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。
今
後
も
支

援
業
務
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
戦
技
能
力
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　大
分
地
域
援
護
セ
ン
タ
ー
は
８
月
２５
・
２６
日
両
日
、
企
業
主

等
を
部
隊
に
招
聘
し
て
自
衛
隊
に
対
す
る
認
識
を
深
め
て
頂
き
、

就
職
援
護
基
盤
の
拡
充
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
三
自
衛
隊

合
同
広
報
に
参
加
し
、
陸
自
相
浦
駐
屯
地
及
び
海
自
佐
世
保
基

地
に
お
い
て
大
分
県
か
ら
「
ク
イ
ッ
ク
工
業
」
様
を
招
聘
し
、

２
日
間
に
渡
り
自
衛
隊
の
各
種
訓
練
等
を
見
学
、
各
種
説
明
を

受
け
自
衛
官
と
い
う
職
業
に
理
解
を
深
め
て
頂
き
ま
し
た
。
ま

た
８
月
３０
日
、
福
岡
国
際
会
議
場
で

実
施
さ
れ
た
「
福
岡
県
任
期
制
隊
員

合
同
企
業
説
明
会
」
に
参
加
し
、
会

場
内
の
各
種
準
備
状
況
及
び
説
明
会
運
営
要
領
を
研
修
し
、
来

た
る
１０
月
１１
日
に
大
分
市
で
実
施
予
定
の
「
大
分
県
任
期
制

隊
員
合
同
企
業
説
明
会
」
実
施
の
資
と
し
ま
し
た
。
大
分
地
域

援
護
セ
ン
タ
ー
は
引
続
き
退
職
を
予
定
さ
れ
る
任
期
満
了
隊

員
、
若
年
定
年
退
職
隊
員
の
就
職
援
護
に
つ
い
て
親
身
に
支
援

し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　警
務
隊
は
、
令
和
４
年
７
月
２７
日
か
ら
８
月
５
日
の
間
、
休
暇
前
の
夏
季
防
犯
活
動

を
実
施
し
た
。
こ
の
際
、
重
視
事
項
を
性
的
犯
罪
の
防
止
と
し
て
防
犯
資
料
の
配
布
、
防

犯
助
言
及
び
駐
屯
地
放
送
を
利
用
し
て
防
犯
活
動
を
実
施
し
た
。

　ま
た
、
７
月
は
臨
時
防
犯
活
動
と
し

て
参
議
院
選
挙
に
伴
う
臨
時
防
犯
を
行

い
、
駐
屯
地
隊
員
に
対
し
て
公
的
地
位

を
利
用
し
た
選
挙
違
反
防
止
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ

利
用
に
よ
る
選
挙
違
反
の
防
止
に
つ
い

て
、
防
犯
資
料
を
配
布
す
る
と
と
も
に
、

防
犯
助
言
を
併
せ
て
実
施
し
て
、
駐
屯

地
隊
員
か
ら
選
挙
違
反
者
の
発
生
防
止

に
寄
与
し
た
。

　西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
は
令
和
４
年
８
月
２８
日（
日
）か
ら
３１
日
（
水
）
ま
で
の
間
、

第
１
回
西
部
方
面
シ
ス
テ
ム
通
信
群
演
習
を
実
施
し
た
。

　派
遣
隊
に
お
い
て
も
、
現
基
地
シ
ス
テ
ム
通
信
組
織
を
維
持
運
営
し
つ
つ
訓
練
に
参

加
し
、
こ
れ
ま
で
の
練
成
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
多
く
の
訓
練
状
況
を
迅
速
・
適
確
に

対
処
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　本
訓
練
に
お
い
て
、
派
遣
隊
は
少
数
で
の
通
信
所
防
護
、
主
要
器
材
の
障
害
対
処
と

い
う
難
し
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
、
今

後
更
も
基
地
効
率
化
に
よ
る
大
分
通

信
所
の
集
約
化
が
進
む
た
め
い
か
な

る
状
況
下
に
お
い
て
も
、
指
揮
・
統

制
の
命
脈
で
あ
る
シ
ス
テ
ム
通
信
を

途
絶
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
日
頃
か

ら
練
成
に
励
み
、
強
固
な
派
遣
隊
へ

と
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

材 料（4人前）

お
す
す
め
レ
シ
ピ
紹
介

Vol.7

〔３×３センチにカット〕

〔角切り〕

〔３×３センチにカット〕

〔角切り〕

【
７
月
５
日
付
】
　第
４１
普
通
科
連
隊

　重
迫
撃
砲
中
隊 

　
　
　
　
　
　
　
　１
等
陸
曹

　小
林

　公
彦

【
７
月
22
日
付
】
　第
４１
普
通
科
連
隊

　第
２
中
隊

　
　
　
　
　
　
　
　３
等
陸
尉

　田
林

　克
規

【
８
月
９
日
付
】　
第
４１
普
通
科
連
隊

　第
２
中
隊

　
　
　
　
　
　
　
　陸

曹

長

　栗
屋

　洋
二

　

【
８
月
２９
日
付
】　
第
４
後
方
支
援
隊
第
３
普
通
科
直
接
支
援
中
隊

　
　
　
　
　
　
　
　陸

曹

長

　小
川

　守
人

【
９
月
６
日
付
】
　第
４１
普
通
科
連
隊

　第
２
中
隊

　
　
　
　
　
　
　
　准

陸

尉

　片
渕

　
　直 ●豚ももスライス…400g

●玉葱 ………………200g
●キャベツ …………240g
●ピーマン ………… 60g
●塩 …………………… 2g
●こしょう ………… 0.4g
●山賊焼のたれ …… 80g

別府駐屯地隊員食堂
おすすめレシピ紹介。
 ７回目は、

「豚肉山賊焼炒め」
のレシピを紹介します。
 野菜もたくさん、
  もりもりご飯が
   すすみますよ！

熊
本
県

野
戦
特
科

防
衛
大
学
校（
精
密
）40
期

平
成
15
年
３
月

　
第
８
特
科
連
隊
第
５
大
隊
　
第
９
中
隊
長

平
成
25
年
８
月

　
西
部
方
面
総
監
部
人
事
部
　
人
事
幹
部
・
企
画
幹
部

平
成
30
年
８
月

　
第
１
１
３
教
育
大
隊
　
大
隊
長

令
和
２
年
８
月

　
西
部
方
面
総
監
部
人
事
部
　
募
集
課
募
集
班
長

着任式着任式

井上２士井上２士

個人戦に出場した
本田３曹（左）
個人戦に出場した
本田３曹（左）

団体戦に出場した
中隊長（左）
団体戦に出場した
中隊長（左）

江口２士江口２士

記念撮影記念撮影 状況報告状況報告

自衛隊車両見学自衛隊車両見学

夏季防犯部内放送状況夏季防犯部内放送状況大分分屯地交換機
障害対処
大分分屯地交換機
障害対処

駐屯地司令への訓練説明駐屯地司令への訓練説明 夏季防犯資料提供状況夏季防犯資料提供状況

各企業への説明各企業への説明

永年にわたる勤務
おつかれさまでした

定年退官者紹介


